
 

 

第５学年 １組 ３１名 ２組 ３０名 

      指導者  井ノ口 美保  小新 祐介  

１ 単元名「防災、いま始めよう」 

 

２ 単元の目標 

自然災害やそれに伴う想定外の状況からかけがえのない自他の命を守るために必

要な備えや求められる行動について、いろいろな人の立場に立って考えることで、物

事を多面的に捉える力を育てる。 

また、調べたことを仲間と協力してまとめて発表したり、実際に家庭で家族と一緒

に実践したりすることで、協働して問題を解決していく行動力を育む。 

 

３ 評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 

進 

問題解決の力 
課題の解決に必要な知識・

技能を身に付け、概念を形

成し、探求的な学習のよさ

を理解している。 

①自然災害やその対策の現状について調べてまとめ

ることができる。 

②学んだことをもとに自分の生活を振り返り、自然

災害に備えるために何をすべきか考え、表現する

ことができる。 

芯 

実践力 
実社会や実生活の中から、

問いを見いだし、課題を立

て、情報を集め、整理分析

してまとめ、表現すること

ができる。 

①自然災害の怖さを知り、自他の命を守るため、ど

のような備えをする必要があるか問題を見出し、

整理することができる。 

②自分なりの視点をもち、発表に向けてより良い提

案ができるように改善することができる。 

心 

学びに向かう力 
探求的な学習に主体的・共

同的に取り組むとともに、

互いの良さを生かしなが

ら積極的に社会に参画し

ようとする。 

①どのような方法で調べたり発表したりするか見通

しをもった計画を立てることができる。 

②自分の家族や友達など、聞き手が自然災害に備え

ようとする気持ちが高まるように発表を工夫し、

効果的に伝えられるよう準備することができる。 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

近年、各地で想定外の自然災害が起こっている。今夏も、アジア各地では洪水、欧

米諸国などでは猛暑が問題になった。アメリカ合衆国カリフォルニア州のデスバレー

では、７月に５０度を超える高温を記録し、それに伴い森林火災が発生した。国内で

も大阪府北部地震、西日本豪雨、記録的な猛暑といった自然災害により、多くの死者・

けが人が発生し、住居の損壊など、生活の基盤が失われた方々もいる。２０１１年に

起きた東日本大震災の記憶も未だに強く残る中で、災害対策は喫緊の課題である。 

本校のある江東区は、埋め立て地や海抜０メートル地帯が多くあり、首都直下型地

震が起こった場合、甚大な被害を受けることが想定されている。教育委員会により「３．

１１を忘れない」「東京防災」などの冊子を配布しているから学習するというのでは

なく、過去の苦い経験を生かし、自分や家族などの大切な命を守る学習であると意義

を十分に理解することで，学習意欲を持続させていきたい。 
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寺田寅彦は、「天災は忘れた頃にやってくる」という言葉を残した。これからの未

来を生きる子供たちが、防災に対する危機意識や具体的な対策方法を身に付けること

はとても大切なことである。自然災害が起こった時には、このような行動をとれば絶

対に安全だということはない。本単元では、自他の命を守るために必要な備えや求め

られる行動について、いろいろな人の立場に立って考える学習を行う。このような活

動を通じて、様々な情報をつなぎ合わせて考え、いろいろな場面を想定し臨機応変に

対応していく行動力が身に付くと考える。学習内容として、自然災害への備えや災害

時に求められる行動を扱ってはいるが、本単元におけるねらいは、数多くの情報から

必要なものを取捨選択し、物事を多面的に考える力を育むとともに、困難な場面にお

いて仲間と協力して乗り越えていける豊かな人間性を育むことである。 

 

（２）SDGs との関連 

 

本単元は、SDGs11「住み続けられるまちづくりを」および SDGs13「気候変動に具体

的な対策を」に関連して設定している。 

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ(外務省仮訳)」

（2015 年９月）には、本単元に関わる目標が、次のように示されている。 

 

SDGs11.b「2020 年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱

さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び

人間居住地の件数を大幅に増加させ、仙台防災枠組 2015－2030 に沿って、

あらゆるレベルでの総合的な災害リスク管理の策定と実施を行う。」 

 

SDGs13.1「すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエ

ンス）及び適応の能力を強化する。」 

※下線部は、授業者による。 

 

いずれの目標にも「災害に対する強靱さ（性）」と

いうキーワードが示されている。「強靱性」の獲得の

ために、政府や地方公共団体は様々な防災設備の整

備を行っている。私たちには、一人一人がそれらの防

災設備について正しく理解し、自然災害はいつ起こ

るか分からないという危機意識のもとで日頃から備えておくことが求められている。

さらに、日頃から防災について考えを交流し、備えていくことが一人一人の「適応の

能力の強化」につながっていく。 

本単元では、自然災害から自他の命を守るためにそれぞれの興味関心にあったテー

マで調べる。そして、その調べたことを発表し、広める活動を行う。防災についての

知識を子供たちが自ら発信していくことが、防災に対する危機意識の喚起につながる。 

    

（３）児童の実態 

６月に、「江東区カーボンマイナス子供アクション」として、日常生活で排出する

CO2の削減に取り組んだ。取り組みの前に、地球温暖化により高温や集中豪雨などの

異常気象が世界各地で起こっていることを学んだ。 

日頃ニュースなどで見聞きしたこととして、西日本豪雨や記録的な猛暑など、自然

災害の情報が子供たちの話題にあがっている。しかし近年、子供たちが暮らす地域で

は甚大な被害を及ぼすような災害は起こっておらず、自然災害に遭った人々への苦し



みに共感する気持ちは持ちつつも、どこか他人事として捉えている様子も見られる。 

これまで安全だったからといってこれからもそうだという保証はない。自分たちが

暮らす地域でも自然災害が起こる可能性があることに危機意識をもたせたい。 

 

５ 研究主題に迫るための手立て 

（１）ESD カレンダーをもとにした、カリキュラムマネジメント 

 
本単元は、いつ自分が経験してもおかしくない自然災害について、防災の観点から

調べてまとめ、周囲にもその学習を発信する活動を行っていく。その際、資料館を見

学したり調べ学習をしたりする中で見聞を広め、その中から必要な情報を選び、聞き

手や読み手に対して分かりやすくまとめていく力が必要になる。国語科の単元「ひろ

がるつながるわたしたちの読書」では伝えたい内容をキャッチコピーに端的にまとめ

る活動を、「次への一歩 活動報告書」では事実や自分の考えを箇条書きで書き分け

る活動を行った。これらの学習内容は、本単元の表現活動で活用できると考える。 

自然災害に関わる内容として、理科の「台風と天気の変化」、「流れる水のはたらき」

などで仕組みについてふれる機会がある。また、道徳の「いのち」や「いつもの避難

訓練」、「太陽のようなえがおが命をつなぐ」の単元では、安全に身を守ることや危機

管理について日頃から高い意識をもつことの大切さを知る学習を行う。様々な教科で

の学習を通して、仕組みや心情面、態度面なども含め、多面的に取り組むことでより

学習内容の理解を深めさせていきたい。 

 

 

（２）問題解決のための学習過程の工夫 

①学びに火をつける導入の工夫 

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合

特活

英語

道徳

音楽

図工

体育

家庭

第５学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

八名川まつり

環境の教育 多文化の理解 人権・命の教育 資質・能力

防災、いま始めよう

流れる水のはたらき

物を活かして住みやすく

いのち いつもの避難訓練
「太陽のようなえが
お」が命をつなぐ

環境を守る

わたしたち

自然災害

を防ぐ

情報を生かす

わたしたち

天気を

予想する

明日をつくる
わたしたち

けがの防止

単位量あたりの大きさ

米を活かすくらし

ポスター

植物の発芽・成長

次への一歩

活動報告書

百分率と

グラフ

米づくりのさか
んな庄内平野

これからの食料
生産とわたしたち世界の中の国土

グラフや表を用
いて書こう

おいしい楽しい調理の力

100年後のふるさと

台風と天気の変化

美しい夢「ゆ
めぴりか」

ひろがるつな

がるわたした
ちの読書

伝えたいことをキャッチ

コピーにまとめる。
自らの立場を明らかにし

て提案する。

安全に身を守ることや危機管

理について日頃から高い意識

をもつことの大切さを知る。

「防災、いま始めよう」

で学んだ実践力・発表

力を生かす。



   【本所防災館での体験】 

      「地震の映像視聴、起震体験、煙体験、暴風雨体験」などを行う。地震等

の自然災害による被害の深刻さを肌で感じさせ、自然災害に備えることの大

切さに気付かせる。 

 【過去の水害の資料・浸水ハザードマップ】 

      江東区内でも、自然災害が起こる可能性があることに気付かせる。 

 

②考えや学びの軌跡を価値づける工夫 

【個人としての学びの記録の蓄積】 

個人で調べたり考えたりしたことは、ワークシートに書き、冊子にまとめ

ていく。その冊子を、グループで話し合うときや、発表準備を行うときの根

拠として活用させる。 

【グループとしての学びの記録の蓄積】 

グループで活動した際に得た知見や気付いたことをメモし、グループご

とに模造紙に貼っていく。これにより、それまでのグループ内の学習の経過

が一目で見えるようになり、他グループとの考えの交流にもつながる。 

 

③見方・考え方を活用し価値観を培う工夫 

   【事象を捉える感性に現実感をもたせる】 

「本所防災館での体験」や「過去の水害の資料」によって、自分の身にも

起こりうることとして災害を認識させる。 

   【調べたことの有用性を実感させる】 

      「防災教室」を開き、まとめたことを発信する機会をもつことで、調べる

段階での意欲付けをする。実際に発信した経験を通じて、自分たちが調べた

ことが役立っているという有用性を感じさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 単元の指導計画と評価計画 

 

学習過程 時 ねらい 学習内容・学習活動 
重点評価規準 

心 芯 進 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

① 

「自然災害」についてイメージを持たせ、自然災害によってどんなことが

困るのか考える。 

・「自然災害」についてのイメージマップを作る。 

・イメージマップに書いたことから、自分たちが知っている「自然災害」

にはどのようなものがあるか意見を出し合う。 

◯   

② 

過去に「水害」が起こった事例について知る。 

・過去の水害で、どのような被害が出て、人々や各機関がどのように行動

したのかを知る。 

・現在の江東区でも、水害が起こりうることを知る。 

  ◯ 

③
④ 

 本所防災館での体験を通じて、災害の大変さや防災の必要性に気付く。 

・地震の映像視聴、起震体験、煙体験、暴風雨体験等を行う。 

・展示や説明から、必要だと持ったことを記録する。 
◯   

⑤ 

本所防災館で学習したことを整理する。 

・本所防災館で学習したことを紙１枚にまとめる。  ◯  

⑥ 

これから調べたいことの見通しをもつ。（本時） 

・「防災」を始めるためにどうするか個人で考える。 

・お互いの考えを交流し、これから調べたいことの見通しをもつ。 

◯ ◯  

調
べ
る 

⑦
⑧ 

調べる計画を立てる。 

・調べるべきことを出し合い、共有する。 

・問題関心の近い人同士でグループを作り、計画を立てる。 

◯ ◯  

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬ 

計画をもとに調べる。 

・計画に沿って、資料をもとに調べる。 

・実験をして、資料から得た知識を確認したり、新たな知見を得たりする。  ◯ ◯ 

⑭ 
調べたことを発信する方法を考える。 

・調べたことを社会に発信していく必要性について考える。 

・「防災教室」で、調べたことを伝えたい相手を決める。 

◯   

ま
と
め
る 

⑮
⑯ 

伝える内容を整理し、発表準備をする。 

・これまで調べたことをグループごとに紙１枚にまとめる。 

・中間発表の分担をし、発表に向けた練習をする。（発表時に見せる資料は

紙１枚のみ） 

  ◯ 

⑰
⑱ 

中間発表会を行う。 

・中間発表を聞き合い、もっと知りたいことや分からないことを伝え合う。 

・「防災教室」の発表に向けて調べる計画を新たに立てる。 
  ◯ 

⑲
⑳
㉑
㉒
㉓
㉔ 

発表に向けた準備をする。 

・計画に基づき、必要があれば調べる。 

・発表に必要な道具等を準備する。 

・発表練習をする。 

 

 ◯ ◯ 

伝
え
合
う 

㉕
㉖ 

「防災教室」を開き、学習の成果を発表する。 

・学習の成果を発表する。 

・他グループの発表を聞く。 

  ◯ 

振
り
返
る 

㉗ 

活動を振り返る。 

・「自然災害」についてのイメージマップを作り、自己の成長に気付く。 

・活動を振り返る。 
 ◯ ◯ 



７ 本時（全２７時間中の６時間目） 

（１）目標 

 「防災」を始めるためにどうするかということについて、お互いに考えを交流し、こ

れから調べたいことの見通しをもつ。 

 

（２）展開 

時

間 
◯学習内容 ・学習活動 

・指導上の留意点、配慮事項 

○評価規準（評価方法） 

導
入

5
分 

◯活動の見通しを持つ。 

 ・実際に防災をはじめるためにどうするか考

えていこうという見通しをもつ。 

・最近起こっている災害につ

いて話し、イメージをもた

せる。 

展
開
35
分 

 

 

 

◯自分や家族の命を守るために必要だと思うこ

と（もの）を考える。 

・自分の考えを付箋に書く。 

○自分たちの考えていることを構造化して理解

する。 

・お互いの考えをきき合い、付箋の内容をもと

にグループ分けをする。 

◯他グループの考えをきき、考えを深める。 

・グループ分けしたなかで、とくに必要だと思

ったこと（もの）について伝え合う。 

◯グループ分けしたそれぞれの内容についてよ

り具体的に知る必要があることに気付く。 

・必要な備えや被害の大きさについて予想し、

実態について知る。 

 

 

 

・付箋は、ペアごとにわたす。 

・書けていない児童には助言

をする。 

 

 

 

 

 

・根拠をもって、グループ分

けするように伝える。 

・全員で発表させるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

・実物や実感がもてる資料を

用意する。 

◯心―②（発言） 

ま
と
め
5
分 

◯これからさらに調べていきたいことを明確に

する。 

・これから調べていきたいことと調べる方法を

書く。 

 

 

 

・書けていない児童や悩んで

いる児童には、助言をする。 

 

◯芯―①（発言、ワークシー

ト） 

 

 

自分や家族の命を守るために必要なこと（もの）は何だろう。 

・防災グッズ ・水 ・家具 ・食べ物 ・身を守る 

・避難 ・情報 ・高いところ ・連絡手段 

・避難場所を知る ・公衆電話のかけ方を覚えておく 

・家具を固定する ・消火器が使えるか確かめる 

・備えをする ・多めの水を用意する ・防寒具 

・津波に備えて、高い場所を知っておく 

・心構えをしておく 

・非常食に持って行くといいものを調べたい。 

・災害にあった人の話をききたい。 

・災害が起きたら、どのような行動をとれば良いのか。 



（３）授業観察の視点 

①本所防災館での体験を単元の初期に設定した単元構成は、児童の学びに火をつけるた

めに適切か。 

②「自他の命を守るために必要なこと（もの）」を考える活動が、さらに防災について

調べたいという児童の学習意欲づけにつながったか。 


